
桐　蔭　横　浜　大　学
２０２０年度卒業生アンケート

T o i n  U n i v e r s i t y  o f  Y O K O H A M A

大 学４年 間 を通じ て
成 長し たと 思 います か

は い

９７．６％



桐蔭横浜大学２０２０年度　卒業生アンケート集計結果
アンケート実施概要

実施期間

対 象 者

調査方法

有効回答

2021年1月6日～1月29日

2021年3月に卒業する学生（525名）

スマートキャンパス、無記名

502名（95.6％）

Q1　 在学中、以下の項目に力を入れましたか。　（  ■　はい　）

学生生活4年間で力を入れて取り組んでいた
のは、「授業」が90.6％と最も多く、続いて「ゼミ
・卒研」が86.5％、「友人との交遊」が86.3％と
いう結果であった。
こうした結果からは公私ともに充実した学生生
活が送れていたことが窺える。

インターンシップ・実習

アルバイト

ゼミ・卒研

授業 90.6%

86.5％

友人との交遊 86.3％

就職活動 77.3％

62.0％

資格試験準備 44.2％

81.9％

留学 8.6

29.7％学園祭・オープン
キャンパス等の行事

クラブ・サークル 50.8％
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Q2　 大学時代の成長について、以下の項目に回答してください　

(1) 大学時代を通じて成長できたと思いますか。  （  ■　はい　）

97.6％の学生が、大学生活を通じて自分自身の成長を実感でき
る結果となった。
成長できたことの要因として一番多かった意見が「授業」（24.5
％）であり、次いで「アルバイト」（22.0％）、「資格試験準備」（
13.6％）という結果であった。

97.6%

(2) 上記(1)で「はい」と答えた人に尋ねます。成長に一番寄与したと思うものは次のどれだと思いますか、一つ選んでください。

■ 授業
■ クラブ・サークル
■ アルバイト
■ ゼミ
■ 実習・インターンシップ
■ 就職活動
■ 資格試験準備
■ 留学
■ 学園祭・オープンキャンパス等の行事
■ 友人との交遊

24.5%

11.7%

22.0%

8.1%

7.3%

6.2%
3.7%

13.6%

0.7%

2.2%
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Q3.学生時代を通じて以下の力は身についたと思いますか　（  ■ おおいに身についた  ■ 少し身についた ■ 身につかなかった　）

Q4. 桐蔭横浜大学の満足度について、回答してくだい。（  ■ 満足  ■ どちらともいえない  ■ 不満 ）

学生時代に身につけた力を具体的に聞いたこ
の問いでは、コミュニケーションの力が、「大い
に身についた」45.0％「少し身についた」43.6
％と高くなった。また、プレゼンテーションの力
及び論理的に考える力が「大いに」「少し」合
わせるといずれも85％以上となっており、社会
で大きな武器となるものを得ることができたと
言える。

情報リテラシー(IT機器の使用力、
ネットの利便性と危険性の理解)

コミュニケーションの力

異文化理解

論理的にに考える力

現代の社会が抱える
問題点等についての理解

22.3%

45.0%
30.9%

22.3%

26.7% 60.6%

52.8%

57.0%

43.6%

60.0%

プレゼンテーションの力 18.5% 68.1% 13.3%

17.7%

11.4%

12.2%

24.6%

12.7%

学生として4年間、桐蔭横浜大学に関わった感
想を聞くこの問いでは、概ね満足であるという
ことが分かるが、「施設・設備」に対する不満が
12.5％と他のものより高い。
ラーニング・スペースの充実など、本学として検
討すべき課題である。

通常の授業

ゼミナール

施設・設備

職員の対応

46.4% 46.0%

65.9% 29.9%

43.2% 44.2%

50.2%41.8%

7.6%

12.5%

8.0%

4.2
%
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Q5. 桐蔭横浜大学の4年間について、回答してください

(1) 桐蔭横浜大学に通って良かったと思いますか 。（  ■ 大変よかった　■ まあよかった　 ）

桐蔭横浜大学での4年間の感想を聞いたこの問
いでは、「大変よかった」が31.1％、「まあよかった」
が48.2％となっており、大半の学生は充実した学
生生活を送れたことが窺える結果となった。

Ｑ３．の回答状況と合わせ、学生がどのような力を
身につけるのか、という観点から、授業改善を進め
なければならない。
Q4と同じく、4年間学生として過ごした桐蔭横浜
大学に意見を求めたこの問いでも、やはり、「設備
」への要望が多いことが窺える。次に多いのは「
授業」で33.5%となっており、対面・オンライン問
わず、Ｑ３．の回答状況と合わせ、学生がどのような
力を身につけるのか、という観点から、授業改善を
進めなければならない。

Q6. 大学への要望について、回答してください

(1)以下の項目で、大学に対して意見を言いたいと思う項目はありますか。 （  ■  ある　■な い ）

職　員

教　員

就職支援

設　備

学園祭

クラブ・サークル
の充実

授業の改善

留学制度

33.5%

23.3%

20.5%

16.3%

26.7%

83.7%

34.7%

66.5%

73.3%

76.9%

65.3%

23.1%

90.2%

76.7%

79.5%

9.8%

31.1%

48.2%
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